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体育主任 秋山 豊美 
 今年度の体育祭スローガンは、『 一意奮闘 ～ never give up！ 青春をつかみとれ！～ 』でした。一意奮闘

には、心を一つのことに集中させ、力いっぱい努力するという意味があります。体育祭実行委員の生徒が、『連

合は違っても、共通の目標を目指し、青春の１ページに刻まれるような体育祭を作り上げたい』と全校生徒に呼

びかけました。その思いに応えるような生徒の熱い声援や、懸命に駆け抜ける姿に成長を感じました。 
 
 昨年の体育祭が終了した時点で、１，２年生（現２，３年生）に「来年の体育祭は、２連合と３連合どちらで

行いたいか。」アンケートを取りました。現３年生と１年生は２クラスになりますが、３連合で行いたいという

意見が多数でした。３連合で行う場合、連合の中心となる３年生は、多くの人がリーダーとして運営を行うこと

になります。体育祭以外の活動と両立しなければならない人もいます。初めての仕事を覚えたり、後輩に伝えた

りする労力を考えると、大変なことが予想されました。しかし、それぞれが自分の役割を果たそうと必死に努力

するとともに、そのように努力している友達を見て、自分にも何かできないかと考え、多くの生徒が自主的に動

いてくれたことが、この行事の成功につながりました。 
 
 私は、最初の実行委員会で『自分たちで創り、関わり合う体育祭』にしてほしいと生徒にお願いしました。リ

ーダーを中心にその思いが全員に伝わり、多くの生徒が準備活動から積極的に関わってくれました。 

集団活動を通して、自分の役割や責任を果たす、互いの特性を認め合う、他者と協力して諸問題を話し合う、

その解決に向けて思考・判断するなどの能力や態度を身に付けられます。さらに、学年の壁を越え、異年齢交流

において広く関わりをもつことで、『自分から他の人に働きかけられる』『自分は他の人の役に立っている』な

どの思いや自信、誇りを感じることができ、関わり合おうとする意欲につながります。多くの人と関わる中では、

意見の相違や気持ちの行き違いが起こり、自信をなくしたり怒りを覚えたりすることもあるかもしれません。そ

のような場面でも、自分の中の怒りや不安という感情を知り、コントロールすることや、自分の気持ちを自覚し

て納得のいく決断をすることは、成長過程の大切なステップと考えます。 
 
３年生は、卒業生の残してくれた伝統を受け継ぎ、今までより少ない人数で後輩をまとめてくれました。１・

２年生は、３年生の姿を目に焼き付けて、来年度さらにこの行事を発展させてくれるでしょう。生徒たちが今後

の学校生活の中で、一緒に努力しやり遂げる経験を通して、他との関わり合う喜びを見出し、さらに大きく成長していってく

れることを期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

３学年種目「綱引き」 ２学年種目「棒引き」 

http://www.nishichu.city-niigata.ed.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年９月２６日 
 

＜男子バスケットボール＞  
５校リーグ 対 巻西中  31－22 勝 

       対 宮浦中   30－17 勝 
       対 小針中  33－27 勝 
       対 白根北中 29－25  勝 
               結果 １位 
＜女子バスケットボール＞  
４校リーグ 対 小針中   23－27 負 

             対 白根第一中 16－41 負 
       対 内野中  18－25 負 
 
＜男子卓球＞ 
 予選リーグ 対 巻東中   ３－１ 勝 
       対 関屋中  ０－３ 負 
  決勝トーナメント 対 黒埼中  ３－２ 勝 
   順々決勝 対 五十嵐中 ０－３ 負 
               結果 ﾍﾞｽﾄ８ 
＜女子卓球＞ 
 予選リーグ 対 柳都中   ０－３ 負 
              対 関屋中  ０－３ 負 
 
＜ソフトテニス＞  
トーナメント  対 小新中   ２－１ 勝 

            対 鳥屋野中  ２－０ 勝 
      準決勝 対  新潟 UCHINO  ０－２ 負 
                              結果 ３位 
 

＜サッカー＞  

４校トーナメント  対 宮浦中 11－０  勝 

         対 関屋中 ０－０ (PK 4－2) 勝 

                                 結果 １位 
＜バレーボール＞  

７校リーグ  

対 寄居中   25-12 勝、対 附属新潟中 25-５ 勝 
    対 坂井輪中 25-12 勝、対 小針中  25-23  勝 
    対 巻東中  25-10 勝、対 内野ＶＣ 25-19  勝 
                                 結果 １位 
＜陸上競技＞ 
        共通男子 200ｍ   ６位  
        男子砲丸投     ８位    

令和６年９月１４日

（土） 

       最 高 の 思 い 出 

赤連合副団長 
 短い期間の中で応援を創り上げるのに苦戦しま
した。前日リハーサルでは、合計タイムや隊形な
ど不十分なところがあり、不安でした。しかし、
当日は一人一人の大きな動きが応援を創り上げ、
優勝することができました。またパネルの部も優
勝し、総合優勝することができました。中学校生
活最後の体育祭、最高の思い出になりました。 

   仲間と協力することの大切さ 

赤連合パネル長 
 私は、今回の体育祭でパネル長になって、
仲間と協力すること、諦めずに努力すること
の大切さを学びました。制作途中で、何度も
上手くいかないことや、ミスをすることがあ
ったけれども、パネル係の仲間と協力し、何
度も修正を行いました。この経験を大切にし、
これからの生活にいかしていきたいです。 

 

   全員が納得のいくパネルを完成 

青連合パネル長 
 夏休み前から下書きや色ぬりを行いまし
た。迫力が出るように相談し、アドバイスを
もらいながら制作を進めました。アイディア
や意見を出し合い、仲間たち全員が納得のい
くパネルを完成することができました。中学
校最後の体育祭が、今まで以上に良い思い出
となりました。 
 

         最 高 の 体 育 祭 

黄連合副団長  
 夏休み前から、どうしたら大きく見えるダンスができ
るかを考えました。初めてで、分からないこともたくさ
んあり、とても難しいと感じました。ダンスを教える時
も、昨年までとは違い、私たちが全体を引っ張る立場に
なり、とても大変だと知りました。三冠をとることはで
きなかったけれども、最高の体育祭になったと感じまし
た。黄連合で本当によかったです。 
 

 

競技の部   優勝  黄連合 

応援の部   優勝  赤連合 

パネルの部  優勝  赤連合・青連合 

総 合 優 勝       赤連合 

  新人大会選手激励会（９月１９日） 


